
ワールドカップが終わりました 

 

残暑の候 時下ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

梅雨明け以降、過去に例を見ない猛烈な大変な暑さが続い

ています。熱中症にはくれぐれもお気をつけ下さい。 

さて、標題ですが、４年に１度のサッカーのワールドカップが

終了しました。わが日本代表は大健闘でベスト１６まで勝ちの

ぼりました。FIFA ランキングが６１位と最下位に近い国が並

み居る強豪を撃破して決勝リーグ進出は世界中に驚きを与え、賞賛を得たと思い

ます。日本代表に心から拍手です。 

今回のチームは、出場を決めてからひどい負けっぷりで国民の多くは、あまり期

待していなかったのではないでしょうか？（私もその一人です） それがあれよあれよ

の快進撃で、これはサッカーの醍醐味であります。小さくて軽い日本人が大きくて重

くかつ早い相手にチームワークで互角以上の戦いをしたのです。日本のサッカーが

美しかったのは、ボールを持っていない時の動きです。攻撃時には、ボールを持っ

ていない選手が縦横無尽に動き回りスペースをつくる仕事をしていました。守備時

には、多くの選手が取り囲み、パスコースを消す動きをしていました。９０分間完璧

に役割をこなし、他の選手を助ける事で格上のチームと互角以上の戦いをしたので

あります。メッシというスーパースターがいても勝てなかったアルゼンチンとは大きな

違いです。 

我々の仕事もチームワークです。自分の与えられた仕事をやれば成果がでるの

ではありません。その施設にたずさわるたくさんの人たちとの連係プレーでその施

設が「良い施設」という称号がもらえるのです。 

この夏、私たちも日本代表に負けないチャレンジをしたいですね。 


